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࠙要旨ࠚ 
 前立⭢⒴の登録数は主要 5 部఩と並ぶほど増加ഴ向にある。当㝔のホスキࣕンデータ等

を用いて 2011 年から 2015 年の集計を基に、主要 5 部఩との登録数の比較・἞⒪方法のኚ

໬・今後の⨯ᝈ数についての提示を目的とする。前立⭢⒴は 2011 年よりᚎ々に増加し 2015
年の登録件数では上఩ 3 ఩となった。全ᅜでも 2015 年に 7 ୓人近くの⨯ᝈ数があり、2020
年には 2000 年の 3㹼4 ಸの 8 ୓人近くが⨯ᝈするとண想されている。当㝔では全ᅜと同様

Ἢᒀჾ科でのダࣦィンチ手術の⑕例数が多く、ダࣦィンチ導入後から開⭡手術のῶᑡഴ向が

見られた。⨯ᝈ年㱋は 65 ᡯから 79 ᡯが高い値になっている。ᨺᑕ⥺἞⒪は、⸆≀のే用

の有無により照ᑕの種㢮にኚ໬があることが分かった。἞⒪前ステージ別の἞⒪方法はステ

ージが進行していくほど἞⒪の選択⫥が⊃まるということが分かった。ステージϩ・Ϫには

大きなኚ໬は無かったが、⸆≀⒪法がやや多く見られた。今後も前立⭢⒴の⨯ᝈ数は増加し

ていくと考えるが、検ᰝの⢭度が上がることで᪩期発見に⧅がるため、今後の⨯ᝈ年代のኚ

໬があるのかㄪべる必要があると考える。 
 
1. 目的 

近年の前立⭢⒴は主要 5 部఩と登録数が並ぶほど増加ഴ向にある。当㝔では 2012 年 11
月より「ダࣦィンチ」が導入され、主にἪᒀჾ科で用いられている。前立⭢⒴の἞⒪では、

手術ᨭ᥼ロボット「ダࣦィンチ」、サイバーࢼイフ・ᑠ⥺源等のᨺᑕ⥺἞⒪が特ᚩとして挙

げられる。今ᅇは当㝔の㝔ෆがん登録データを用い、前立⭢⒴と主要 5 部఩の登録⥲数の

比較と、ダࣦィンチ導入により手術ෆ容のኚ໬はあったのか、当㝔のᨺᑕ⥺἞⒪はどのよう

な≧ἣなのか、今後の前立⭢⒴の⨯ᝈ数について提示することを目的とする。 
 
2. 方法 

がんデ⒪連携拠点⑓㝔等㝔ෆがん登録全ᅜ集計の 2011 年から 2015 年の集計を基に、主

要 5 部఩（⫶⒴・大⭠⒴・⫢⒴・⫵⒴・ங⒴）と前立⭢⒴のみをᢳฟし比較した。前立⭢

⒴の἞⒪ෆ容に関しては、当㝔のホスキࣕンデータ等を用いてᢳฟし分析した。 
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3. 結果 
当㝔のみのデータからではあるが 5 年間で約 1.6 ಸの増加が認められた。主要 5 部఩と

比較すると⫵⒴と共に上᪼しており、2015 年の᫬点で登録件数が上఩ 3 ఩となっている。 

 
ᅗ 1  5㒊఩ูᖺ㛫⥲ᩘ 

 

἞⒪方法はダࣦィンチ導入後から開⭡ではなくダࣦィンチ手術を中心としてきて、2015
年には全てダࣦィンチを施行していることが分かる。前立⭢⒴の⨯ᝈᝈ者の年㱋は 65 ᡯか

ら上がり 79 ṓまで高い結果がฟた。 

 
ᅗ 2 㛤⭡ᡭ⾡とࢳࣥ࢕ࣦࢲᡭ⾡ᩘ         ᅗ 3 ๓❧⭢⒴の⨯ᝈᖺ㱋 

 
ᨺᑕ⥺἞⒪はᨺᑕ⥺のみの場合はᑠ⥺源を主に施行しており、⸆≀とే用の場合は、ブラ

キと外照ᑕをే用した἞⒪を行っている事が分かる。 

 
ᅗ 4 ᨺᑕ⥺἞⒪のࡳ             ᅗ 5 ᨺᑕ⥺἞⒪とᑠ⥺※ే用 
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἞⒪前ステージを἞⒪別で分けるとステージϨは἞⒪の選択⫥が豊富であるのに対し、ステ

ージϫは⸆≀⒪法がメインであることが分かった。 

 

ᅗ 6 ἞⒪๓ࢪ࣮ࢸࢫϨの἞⒪ู 

 

ᅗ 7 ἞⒪๓ࢪ࣮ࢸࢫϫの἞⒪ู 

 
4. 考ᐹ 
5 年間の間に 1.6 ಸも上᪼しているため今後も増加していくと考える。ダࣦィンチ導入後か

ら圧ಽ的に開⭡手術をしなくなったことが分かった。ᝈ者自㌟の負担がᑡない点と、保㝤適

応になりダࣦィンチ手術を受けやすくなった事が背景にあると考える。当㝔ではサイバーࢼ

イフを照ᑕする数は多いとは言えない。ᑠ⥺源に比べサイバーࢼイフの方が⭠⟶㞀ᐖや、Ἢ

ᒀჾ㞀ᐖがฟない生存率の方が高いという結果がある。ఱᨾサイバーࢼイフがᑡないのかを

ㄪべる必要があると考える。今後の前立⭢⒴の⨯ᝈに関しては、2018 年 3 月の⥲務┬統計

ᒁの人ཱྀ推移の概算値ではあるが 45㹼49 ᡯが多いため、今後そのୡ代が年代別の平均年㱋

に達することを考えると増えていくと考える。だが PSA ┘視や直⭠デの⢭度が高くなり᪩

期発見がฟ᮶ていく中で、⨯ᝈ年代のኚ໬はあるのかなどを今後ㄪべる必要があると考える。 
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